
★

夢
に
ま
で
見
た
大
舞
台
へ

令
和
５
年
10
月
29
日
、「
西
部
地

区
中
学
校
野
球
大
会
」
決
勝
、
2

回
裏
浜
岡
中
学
校
野
球
部
の
攻

撃
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
1
・
3
塁
。
打

者
・

山
育な
る
瑞み

選
手（
上
比
木
）が

放
っ
た
痛
烈
な
打
球
は
外
野
手
の

頭
上
を
大
き
く
越
え
る
ツ
ー
ベ
ー

ス
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
こ
の
一
打

で
勢
い
づ
い
た
打
線
は
こ
の
回
一

挙
６
点
の
猛
攻
、
勝
利
を
大
き
く

た
ぐ
り
寄
せ
、
令
和
６
年
３
月
に

本
県
で
開
催
さ
れ
る「
文
部
科
学

大
臣
杯
第
15
回
全
日
本
少
年
春
季

軟
式
野
球
大
会
」へ
の
切
符
を
つ

か
み
取
っ
た
。
浜
岡
中
学
校
野
球

部
と
し
て
、
初
め
て
の
全
国
大
会

出
場
だ
。

自
分
た
ち
で
考
え
実
践
す
る

夏
の
香
り
が
漂
い
だ
し
た
7
月
。

こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
て

き
た
３
年
生
が
引
退
し
、
新
チ
ー

ム
が
始
動
し
た
。「
全
員
で
戦
う
」を

目
標
に
掲
げ
、
打
力
重
視
の
野
球

で
勝
利
を
目
指
し
て
き
た
。
初
陣

と
な
っ
た
友
好
都
市
・
長
野
県
高

森
町
主
催「
第
34
回
島
岡
吉
郎
野

球
大
会
」で
は
、
13
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
中
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
最

高
の
形
で
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を

決
め
た
。
全
員
で
戦
う
―
。
こ
の

言
葉
の
意
味
を
再
確
認
で
き
た
瞬

間
で
あ
っ
た
。

「
平
日
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
主
体
に

生
徒
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
組
ん
で

い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
分
析
す
る

こ
と
で
ひ
と
り
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
常
に
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

家
庭
で
も
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
素

振
り
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
」と

宮
下
滉
平
監
督
の
表
情
か
ら
は
子

ど
も
へ
の
絶
大
な
信
頼
が
読
み
取

れ
る
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
河
原
﨑
敦あ
つ

也や

選

手（
上
朝
比
奈
）は「
自
分
は
捕
手

で
あ
り
、
守
備
の
要
で
す
。
ピ
ン

チ
の
時
に
は
率
先
し
て
声
を
出
し
、

チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
、
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
冷
静

に
話
す
。
そ
の
目
か
ら
は
内
に
秘

め
た
熱
い
闘
志
を
感
じ
さ
せ
る
。

栄
冠
を
目
指
し
て

大
会
で
の
目
標
は「
全
国
制
覇
」。

挑
戦
す
る
な
ら
ば
一
番
を
取
り
た
い

と
い
う
全
員
の
意
志
の
も
と
決
め
た

も
の
だ
。
西
部
大
会
優
勝
後
、
チ
ー

ム
の
団
結
力
は
よ
り
強
固
と
な
り
、

絆
は
日
に
日
に
深
ま
っ
て
い
る
。

頂
点
を
目
指
す
浜
岡
中
学
校
野

球
部
へ
あ
り
っ
た
け
の
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
。

浜岡中学校野球部浜岡中学校野球部

部員は1年生７人、2年生９人。持ち味は上位から下位まで抜け目のない強力打線。部員は1年生７人、2年生９人。持ち味は上位から下位まで抜け目のない強力打線。
1年生の酒井直汰朗選手（塩原）、殿岡敬二郎選手（新野西）は主力として上級生に交じり先発メンバー入りしている。1年生の酒井直汰朗選手（塩原）、殿岡敬二郎選手（新野西）は主力として上級生に交じり先発メンバー入りしている。
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